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第
28
回
小
学
生
公
園
絵
画
展
で
見

事
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
黒
須
康
太
君

（
坂
上
小
2
年
）
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

10
月
の
都
市
緑
化
月
間
行
事
の
一

環
と
し
て
、
身
近
な
公
園
や
造
っ
て

ほ
し
い
公
園
の
絵
画
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
2
7
0
9
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
最
優
秀
賞
だ
と
聞
い
時
に

は
「
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。」
と

笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
夏
休
み
の
期
間
に
1
週

間
か
け
て
制
作
し
ま
し
た
。
ク
レ
ヨ

ン
と
鉛
筆
を
使
い
、
最
後
の
仕
上
げ
に
は
、

紙
を
切
り
貼
り
し
、
夢
の
あ
る
作
品
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。

一
番
苦
労
し
た
こ
と
を
聞
く
と
「
お
母

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
付
け
た
、
星
な
ど

を
切
り
貼
り
す
る
の
が
大
変
し
た
。
で
も
、

絵
を
描
く
こ
と
や
本
を
読
む
こ
と
は
好
き

な
の
で
（
自
分
な
り
に
）
良
く
で
き
た
と

思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
し
た
絵
を
見
て
み
ま
す
と
、

「
遊
具
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
。」
と
の
言
葉

通
り
、
滑
り
台
や
縄
は
し
ご
な
ど
、
様
々

な
遊
具
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
色
合
い
も
明
る
く
、
伸
び
伸
び

と
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
雰
囲

気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
来
年
度
の
都
市

緑
化
月
間
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
、

県
管
理
施
設
の
公
園
に
展
示
さ
れ

ま
す
。

笑
顔
が
素
敵
な
黒
須
君
は
、
坂

上
ク
ラ
ブ
で
学
童
野
球
を
し
て
い

ま
す
。
練
習
も
ま
じ
め
で
授
業
が

終
わ
る
と
グ
ラ
ン
ド
整
備
、
練
習

が
始
ま
る
と
先
輩
た
ち
の
指
示
通

り
に
、
黙
々
と
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

将
来
の
夢
は
と
尋
ね
る
と
、「
プ

ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。」

と
元
気
よ
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
が
町
の
農
産
物

今月の農産物は身近な野菜のほうれん草
です。
JAうつのみやほうれん草専門部会支部長

の野沢一夫さん（多功下坪）に、話を伺い
ました。
現在町では、60人がほうれん草部会に所

属しています。ほうれん草の栽培方法は路
地栽培が主で、種を蒔いてから25日から
30日程で出荷になる通年作物で、9月上旬
から11月上旬が最盛期です。
以前は、かんぴょうの生産が終わった後

に作付されていました。野沢さんのお宅で
は現在50アール栽培しており、始めた
時期について尋ねると「物心がつく頃に
はすでに栽培していました。」とのこと
です。
上三川産のほうれん草は、今年は比較的

順調に生産さ
れていますが、
10月末に降っ
た季節はずれ
のひょうで一
部の地域が被
害を受けてし

まいました。
ほうれん草は

比較的手軽に栽
培できますが、
害虫被害で出荷
できないものも
あります。また、
弱アルカリ質の土壌が好ましいため、地域
によっては石灰をまいて、土壌を弱アルカ
リ性にさせたりと苦労もあるとのことです。
野沢さんは「ほうれん草は栄養価も高く、

手軽に栽培できますよ。」と話してくれまし
た。鉄分も多く、柔らかい繊維は消化吸
収が良いため便秘予防に効果があります。
これからの寒い時期に生産されるほうれ

ん草は、ビタミンCも豊富で、霜に当たる
と甘みも増すとのことです。
調理方法について尋ねると、「自分はみそ

汁か卵とじがいいですね。」と笑顔で話して
くれました。
これからの目標については、「手軽にでき

るが、年々生産農家が減っているので、後
継者の育成に力を入れていきたい。」と語っ
てくれました。

ほ
う
れ
ん
草

編

第28回小学生公園絵画展で
最優秀賞に輝いた作品


